
                                                                                       

  
                                                          

                                                 令和 3 年 11 月 15 日（月）に開催しました。                                          

                                                  

                                             
                                 

令和 3 年 10 月 27 日（水）開催しました。         

                                                     

                                                     

                                                          

                                                     

 

                                                      

                                                        

                                                     

                                                                

                                                                        

                                                   

                                                                  

                            

                          

 

                                        

 

  今後の研修会日程：令和 3 年 12 月 8 日（水）緩和ケア    令和 4 年 1 月 19 日（水）脳卒中    令和 4 年 2 月 17 日（木）うつと認知症 

                令和 4 年 2 月 28 日（月）CKD       令和 4 年 3 月 9 日（水）糖尿病                           
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荒尾市在宅医療連携室 在宅ネットあらお 

荒尾市宮内 1092-18（荒尾市医師会敷地内） 

TEL:0968-57-9350 FAX:0968-57-9605 

http://zaitaku.arao-med.or.jp 

ホームページにも載せておりますのでご覧ください 

担当：青木 ・浦 

 

                      

 
 

 

 

荒尾市民病院 がん化学療法看護認定看護師 森田 茂美 

                  緩和ケア認定看護師    松山 美保 

「アドバンス・ケア・プランニング～ワークショップ～」 

 第 39回荒尾市在宅医療連携室事例検討会で、「アドバンス・ケア・プランニング～ワ

ークショップ～」を開催しました。今年度は『医療における意志決定』をテーマに、群

馬大学大学院が作成した DVD、「ドラマで考える医療倫理」を使用したグループワーク

と、「もしバナゲーム」体験との 2構成で行いました。 

 アドバンス・ケア・プランニング（ACP）とは、「今後の治療・療養 について患者・

家族と医療従事者が患者自らの意向に基づき予め話し合うプロセス」のことです。今回

も医師、看護師、薬剤師、MSW、介護職、ケアマネジャーなど多職種の方々の参加でし

たので、「意志決定を支える」ためにそれぞれの立場での役割やできることなどを話し

合っていきました。この話し合いがアドバンス・ケア・プランニング（ACP）なのです。

「その人の思い」を患者・家族と共に多職種で話し合い、支えることが大切なのです。

また、ACPは病院、施設だけでなく、日常の生活の中で「その人の思い」に気づく関わ

りが大切です。今回、その様な話し合いがされていたグループが多かったのは、多数の

ケアマネジャーの参加があったからだと思います。このワークは、地域での ACP の取

り組みに繋がっていくための一歩と考えます。 

『もしバナゲームは、“もしも余命半年といわれたら・・・あなたは何を大切にした

いですか？”をテーマに 4 人グループで、36 枚のカードから自分の思いのカードを選

んでいきます。カードには「家族と一緒に過ごす」「機械につながれていない」「痛みが

ない」など自分自身、あるいは家族が余命は短いと察したり告知されたりしたときに

「大切なこと」として口にすることの多いフレーズが記載されています。そして最後

に、その中から特に大切な思いのカードについて語ってもらい、みんなで共有していき

ます。 

医療者がこのゲームをすることで、改めて価値観の多様性を感じ、それが患者さん・

家族と接する際の気配り、配慮に大きく関わってくるのではないかと思います。相手と

の価値観の違いを知ることで、目の前の患者・家族がどのように考えているのか、なぜ

そう考えるのかに興味が湧いてきます。言葉の裏側にある思いの存在に気づき、それを

一緒に過ごすことが医療者としてのアドバンス・ケア・プランニングの関わりにつなが

ると思います。 

 地域での ACPの普及のため、「もしバナマイスター」No53・No54 の森田と松山が出前

講座をいたします。このワークショップに興味がある方はお知らせいただけたらと思

います。 

                                                 

お知らせ！ 
  市民公開講座を開催します。 
 日時：令和 4 年 2 月 6 日（日） 

13：30～16：00 
 場所：ホテルヴェルデ 
 先着 150 名様 
 参加費：無料 
 
   

 



 

  


